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海
原
の
波
紋
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
一
番
茶
の
摘
み
取
り
を
終
え
た
一
面
の
茶

畑
の
中
に
、
孤
島
の
よ
う
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
三
輪
神
社
の
杜
が
あ
る
。

　

神
社
の
北
側
を
霞か

す
み

川
が
流
れ
、
そ
の
向
こ
う
（
写
真
奥
）
に
は
衝
立
の
よ
う
に

加か

じ治
丘
陵
が
東
西
に
延
び
て
お
り
、
集
落
は
丘
陵
の
麓
に
沿
っ
て
分
布
す
る
。

　

こ
の
丘
陵
の
斜
面
に
は
、
九
世
紀
前
後
に
操
業
さ
れ
て
い
た
古
代
の
窯か

ま
あ
と跡

が
多

数
分
布
し
て
お
り
（
東ひ

が
し
か
ね
こ
よ
う
せ
き
ぐ
ん

金
子
窯
跡
群
）、
日
用
の
須す

え

き

恵
器
の
ほ
か
、
九
世
紀
中
頃

に
は
、
武
蔵
国
分
寺
七
重
塔
再
建
の
瓦
が
焼
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

縁
起
に
よ
る
と
、
往
昔
、
当
地
で
幾
百
歳
と
い
う
老
翁
老
婆
が
常
に
琵
琶
を
弾

い
て
い
た
。
里
人
は
こ
れ
を
敬
っ
て
国
津
神
と
呼
び
、
こ
の
翁
の
い
る
と
こ
ろ
を

「
中
神
村
」、
ま
た
は
「
比び

わ

の

和
野
」
と
称
し
た
。
承
平
六
年
（
九
三
六
）
九
月
、

藤
原
秀ひ

で
さ
と郷

が
こ
の
野
に
狩
り
に
訪
れ
た
時
、
琵
琶
の
音
を
聞
き
、
人
を
遣
っ
て
探

さ
せ
た
と
こ
ろ
翁
と
婆
で
あ
っ
た
。
秀
郷
が
何な

に
び
と人

か
を
問
う
と
「
宇
賀
彦
、
宇
賀

姫
な
り
、
五
穀
の
守
護
と
し
て
こ
の
所
に
遊
べ
り
」
と
答
え
た
。
秀
郷
は
神
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
宮
を
建
立
し
、
比
和
野
の
比
和
大
明
神
と
称
し
た
と
い
う
。
文

明
四
年
（
一
四
七
二
）
に
は
、
時
の
代
官
が
当
社
の
大
破
を
補
修
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
正
保
慶
安
の
頃
（
一
六
四
四
〜
五
二
）、
ま
た
大
破
に
及
ん
だ
が
、
地

頭
の
神
保
四
郎
右
衛
門
尉
政
利
の
助
成
と
中
神
・
根
岸
・
新
久
の
三
ヶ
村
の
氏
子

二
十
四
名
の
寄
進
に
よ
っ
て
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
再
建
。
翌
年
二
月
、
大
和

国
三
輪
大
明
神
を
相
殿
に
勧
請
し
、
以
来
、
三
輪
大
明
神
と
改
称
し
た
と
い
う
。

　

当
社
の
社
叢
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
に
ふ
る
さ
と
の
森
に
指
定
さ
れ
た
。

約
四
九
㌃
の
境
内
の
林
相
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
シ
イ
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

樹
齢
二
百
年
近
い
マ
テ
バ
シ
イ
や
ス
ダ
ジ
イ
の
大
木
も
見
ら
れ
る
。

埼
玉
の
社
叢

　

入
間
市
三
輪
神
社
社
叢
ふ
る
さ
と
の
森

入
間
市
中な
か

神が
み

字
坂
上
三
四
五


